
　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
長
年
の
生
活

習
慣
な
ど
で
骨
が
も
ろ
く
な
り
、
骨

折
し
や
す
く
な
る
病
気
で
す
。
特
に

女
性
が
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
、
更

年
期
前
後
か
ら
多
く
な
り
ま
す
。

　
予
防
の
た
め
に
検
診
を
受
け
、
自

分
の
骨
密
度
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

▽
期
日
　
７
月
29
日
㈮
・
30
日
㈯

▽
場
所
　
あ
き
る
野
保
健
相
談
所

▽
内
容
　
問
診
、
前
腕
骨
Ｘ
線
検

　
査
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
ワ
ン
ポ

　
イ
ン
ト
の
説
明

▽
対
象
　
市
内
在
住
で
次
に
該
当
す

　
色
鮮
や
か
な
あ
じ
さ
い
を
楽
し
み

な
が
ら
歩
き
ま
す
。

▽
日
時
　
６
月
21
日
㈫
　
午
前
９
時

　
30
分
集
合
、
午
後
０
時
30
分
解
散

　
︵
予
定
︶

▽
集
合
・
解
散
場
所

　●

集
合
…
五
日
市
ひ
ろ
ば
︵
武
蔵
五

　
日
市
駅
か
ら
徒
歩
５
分
。
駅
で
ス

　
タ
ッ
フ
が
案
内
し
ま
す
︶

　●

解
散
…
武
蔵
五
日
市
駅

▽
コ
ー
ス
　
五
日
市
ひ
ろ
ば
↓
南
沢

　
あ
じ
さ
い
山
↓
武
蔵
五
日
市
駅

　
︵
約
５
キ
ロ
　
︶

▽
持
ち
物
な
ど
　
飲
み
物
、
タ
オ

　
る
女
性
の
方

　●

40
歳
︵
昭
和
51
年
４
月
２
日
〜
昭

　
和
52
年
４
月
１
日
生
ま
れ
︶

　●

45
歳
︵
昭
和
46
年
４
月
２
日
〜
昭

　
和
47
年
４
月
１
日
生
ま
れ
︶

　●

50
歳
︵
昭
和
41
年
４
月
２
日
〜
昭

　
和
42
年
４
月
１
日
生
ま
れ
︶

　●

55
歳
︵
昭
和
36
年
４
月
２
日
〜
昭

　
和
37
年
４
月
１
日
生
ま
れ
︶

　●

60
歳
︵
昭
和
31
年
４
月
２
日
〜
昭

　
和
32
年
４
月
１
日
生
ま
れ
︶

　●

65
歳
︵
昭
和
26
年
４
月
２
日
〜
昭

　
和
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ
︶

　●

70
歳
︵
昭
和
21
年
４
月
２
日
〜
昭

　
和
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
︶

▽
定
員
　
２
０
０
人
︵
抽
選
︶

▽
費
用
　
無
料

▽
そ
の
他
　
受
診
決
定
者
に
は
、
７

　
月
中
旬
に
受
診
時
間
な
ど
の
お
知

　
ら
せ
と
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

※
申
込
み
状
況
に
よ
り
受
診
日
を
調

　
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
現
在
、
骨
粗
し
ょ
う
症
治
療
中
の

　
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
込
み
方
法

　●

は
が
き
の
場
合
…
６
月
30
日
㈭

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
方

を
対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
予
防
・
改
善
を
目
的
と
し

た
特
定
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
対
象
の
方
に
は
、
５
月
下
旬
に
受

　
ル
、
歩
き
や
す
い
服
装
、
滑
り
に

　
く
い
靴
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
︵
お

　
持
ち
の
方
︶

▽
費
用
　
３
０
０
円
︵
あ
じ
さ
い
山

　
協
力
金
︶

▽
申
込
み
　
初
め
て
の
方
は
電
話
で

　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
注
意
事
項
　
荒
天
時
の
実
施
の
有

　
無
に
つ
い
て
は
、
当
日
午
前
８
時

　
以
降
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。
ま
た
、
コ
ー
ス
の
状
況
に
よ

　
り
変
更
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
係

　
︵
直
通
５
５
８
・
１
１
８
３
︶

　
︵
消
印
有
効
︶
ま
で
に
、
は
が
き

　
に
﹁
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
申
込
﹂
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

　
月
日
、
年
齢
、
電
話
番
号
︵
日
中

　
の
連
絡
先
︶
、
検
診
希
望
日
を
記

　
入
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　●

電
子
申
請
の
場
合
…
６
月
30
日
㈭

　
ま
で
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　
﹁
電
子
申
請
﹂
か
ら
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

　
ら
電
子
申
請
す
る
場
合
は
、
次
の

　
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
ア
ク
セ
ス

　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｂ
型
肝
炎
、
Ｃ
型
肝
炎
は
ウ
イ
ル

ス
性
の
肝
炎
で
、
主
に
血
液
を
介
し

て
感
染
し
ま
す
。

　
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
も
多
く
、

気
付
か
な
い
う
ち
に
感
染
し
て
い
る

可
能
性
も
あ
り
、
肝
硬
変
や
肝
臓
が

ん
な
ど
に
進
行
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
課
健
康

　
づ
く
り
係
︵
〒
１
９
７
ー
０
８
１

　
４
　
二
宮
３
５
０
、
直
通
５
５
８

　
・
１
１
８
３
︶

診
券
と
利
用
の
手
引
き
な
ど
を
送
付

し
ま
し
た
。
届
い
て
い
な
い
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
方
に
は
、
６
月
下
旬

に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

▽
健
診
期
間
　
９
月
30
日
㈮
ま
で

※
９
月
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

　
で
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

　
て
い
る
40
歳
以
上
74
歳
以
下
︵
昭

　
和
52
年
３
月
31
日
以
前
生
ま
れ

　
で
、
健
診
日
現
在
74
歳
以
下
︶
の

　
方

▽
費
用
　
無
料

▽
問
合
せ
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
係

　
︵
直
通
５
５
８
・
１
１
８
３
︶

す
。
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▽
対
象

　●

40
歳
以
上
︵
昭
和
52
年
４
月
１
日

　
以
前
生
ま
れ
︶
の
方
。
た
だ
し
、

　
過
去
に
検
診
を
受
け
た
方
や
会
社

　
な
ど
が
行
う
検
診
を
受
け
る
予
定

　
の
方
は
除
き
ま
す
。

※
過
去
に
当
該
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　
を
受
け
た
方
で
も
、
特
定
健
診
な

　
ど
で
肝
機
能
検
査
の
数
値
に
異
常

　
が
見
ら
れ
た
方
は
、
受
診
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。

▽
検
診
期
間
　
10
月
31
日
㈪
ま
で

▽
検
診
内
容
　
血
液
検
査

▽
費
用
　
無
料

▽
そ
の
他
　
市
が
行
う
特
定
健
康
診

　
査
な
ど
と
同
時
に
受
診
す
る
こ
と

　
も
で
き
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法
　
表
の
実
施
医
療
機

　
関
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　
い
。

▽
問
合
せ
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
係

　
︵
直
通
５
５
８
・
１
１
８
３
︶

者
は
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

﹁
自
分
は
健
康
だ
か
ら
大
丈
夫
﹂
と

過
信
し
な
い
で
、
年
に
１
回
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
　
65
歳
以
上
︵
昭
和
27
年
４

　
月
１
日
以
前
生
ま
れ
︶
の
方

▽
検
診
期
間
　
10
月
31
日
㈪
ま
で

▽
検
診
内
容
　
問
診
、
胸
部
Ｘ
線
直

　
接
撮
影

▽
費
用
　
無
料

▽
そ
の
他
　
市
が
実
施
す
る
特
定
健

　
康
診
査
な
ど
と
同
時
に
受
診
す
る

　
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法
　
表
の
実
施
医
療
機

　
関
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　
い
。

▽
問
合
せ
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
係

　
︵
直
通
５
５
８
・
１
１
８
３
︶
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～５年に１度の
　チャンスです！！～

特
定
健
康
診
査
を

　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う
！

〜
受
診
券
を

　
　
　
　
送
付
し
ま
し
た
〜

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

　
　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
す

Ｃ型肝炎の治療は新たな
　　　　　　　時代を迎えています
～肝炎ウイルス検診の受診と
　　　　　　適切な治療に向けて～

結
核
検
診

　
　
（
胸
部
Ｘ
線
）
を

　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
す

表　肝炎ウイルス検診・結核検診・生活習慣病予防
　　健診（５ページ）の実施医療機関一覧   

携帯電話用

スマートフォン用

骨粗しょう症
検診を
　実施します

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

あきる台病院

あべクリニック

いなメディカルクリニック

奥野医院

奥村整形外科

草花クリニック

公立阿伎留医療センター

小机クリニック

こばやし内科小児科クリニック

近藤医院

櫻井病院

さくらクリニック

佐藤内科循環器科クリニック

清水外科

朱膳寺内科クリニック

鈴木内科

瀬戸岡医院

葉山医院

樋口クリニック　※

星野小児科内科クリニック

米山医院

秋川6-5-1

瀬戸岡459-11

伊奈477-1

下代継95-11

下代継19-1

草花2724

引田78-1

小中野160

草花1439-9

油平35

原小宮1-14-11

野辺1003

秋川2-5-1

二宮1011

秋留1-1-10

舘谷156-2

二宮1240

引田552

秋川3-7-5

小川東1-19-20

二宮1133

医　療　機　関　名

※肝炎ウイルス検診は実施していません。

住 　 所

　
結
核
の
早
期
発
見
の
た
め
に
検
診

を
実
施
し
ま
す
。

　
結
核
は
人
か
ら
人
へ
と
う
つ
る
重

大
な
感
染
病
で
、
高
齢
者
の
結
核
患

　Ｃ型肝炎は、Ｃ型肝炎ウイルスの感染により、肝臓に炎症

を起こすもので、感染すると７・８割の方が自覚症状のない

まま持続感染者（キャリア）となり、慢性肝炎、肝硬変、肝

がんへと進行する場合があります。このＣ型慢性肝炎の治療

が新たな時代を迎えています。

　そこで、日本肝臓学会の肝臓専門医である、公立阿伎留医

療センターの荒川泰行院長に、Ｃ型慢性肝炎に関する治療の

現状について紹介していただきます。

　『Ｃ型肝炎は、肝硬変や肝がんの最大の原因となってお

り、近年、患者さんの高齢化が肝がん発生率の高い要因の一

つとなっています。

　Ｃ型慢性肝炎は、これまでインターフェロン（注射薬）と

リバビリン（飲み薬）を併用する治療方法が主流でしたが、

治療効果の個人差や副作用に課題がありました。しかし、最

近、複数の新しい経口内服剤（飲み薬）の導入により、これ

までの治療法を上回るウイルスの駆除率が達成でき、しかも

副作用が少ないことから、インターフェロン治療に伴う「壁」

を乗り越えられるようになりました。特にこれまで治療の効

果が低く、副作用の頻度が高い傾向にあった高齢者などに対

する治療方法や治療効果が大きく様変わりをしています。

　このように効果が高い新規治療薬の導入と今後の発展が期

待できる今、いかにＣ型肝炎ウイルスのキャリアを把握し、

適切に専門の医療機関へつなげるかが重要です。これは、検

診の受診率向上と併せて、検診後の医療機関の受診率と治療

導入率の向上が求められるのです。』

　このように荒川院長も述べられておりますが、Ｃ型肝炎な

どの進行を防ぐためには、早期発見、早期治療が必要です。

市では、40歳以上の方（要件有）を対象として、６月から

10月までの間に、肝炎ウイルス検診を実施します。この機会

に受診してください。

　また、公立阿伎留医療センターの消化器内科では、荒川院

長を含む３人の日本肝臓学会認定専門医師が、Ｃ型慢性肝炎

や自覚症状が少ない代償性肝硬変などに対する新しい治療法

に、積極的に対応していますのでご相談ください。

○問合せ　健康課健康づくり係、公立阿伎留医療センター

　（☎５５８−０３２１）

メ
ー
ト
ル
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～あきる野を楽しく歩いて健康づくり～


